
子どもの体験活動に関する調査では、“世帯年収が高い家庭の子どもは世帯年収の
低い家庭の子どもに比べて学校外の体験活動に参加する割合が高くなる傾向があ
る”と報告されています。何をするにも費用がかかるので、当たり前といえば当た
り前の話かもしれません。ですが「これが“当たり前”でいいのだろうか？」。青少年
教育に携わる私たちにはそんな疑問がありました。
日本ユースホステル協会は旅を通して、ハーモニィセンターは動物とのふれあいや
キャンプを通して、子どもたちが成長する瞬間に立ち会ってきました。何かを発見
したときや、やり遂げたときのキラキラとした表情には、周りにいる大人も笑顔に
してしまう力があります。
体験活動の力を目の当たりにしてきた私たちができることー。それは経済状況に関
わらず、“みんなが参加できる体験の広場”を作ることなのではないか。有志が集ま
り何度も話し合いを重ねる中で、今回のプロジェクト「PLAtZ」を立ち上げること
にしました。長い自粛生活は明けましたが、今度は物価高騰が社会問題になってい
ます。一人でも多くの子どもがキラキラと輝けるようにー。まずは東京から、この
プロジェクトを始めていきます。
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出所：公益社団法人チャンス・フォー・チルドレン

場所：東京セントラルユースホステル
〒162-0823 東京都新宿区神楽河岸1-1セントラルプラザ18階
※申し込み方法や詳細については追って公表させていただきます。

公益財団法人ハーモニィセンター

日時： 2023年12月10日(日) 内容： スイーツ作りコーナー、工作コーナー、小動物とのふれあい等

一般財団法人日本ユースホステル協会

普段は別々の現場で仕事をするプロジェク
トメンバー。昨年末から打ち合わせを重ねて
きました。

みんなでクリスマスメニューのランチを囲み、午後はスイーツ作りに挑戦。ストラップや飾り付け等の工作に
参加することができます！ちょっぴり疲れてしまったらモルモットさんを膝に乗せてのんびり座って過ごせ
ちゃう!?その他、展示物等、好きな所を自由に回れるイベントとなっています。ぜひ遊びに来てください！

「『思い出すだけで胸が熱くなる体験』を子供
達に」を合言葉に60年以上にわたり、青少年
のための体験活動を実践する社会教育団体で
す。2つの牧場と5つの動物広場を運営し、
キャンプ事業やポニーのお世話・乗馬など、自
然体験活動や動物介在活動を通じて子どもた
ちを元気に、たくましく育てていくお手伝い
をしています！
https://harmonycenter.or.jp/

青少年が経済的理由や差別によって「旅」を諦
めることがないようにー。そんな思いを共有
するユースホステルネットワークの日本協会
です。日本国内にユースホステルを設置・運営
すると共に、国際ユースホステル連盟や各国
のユースホステル協会と協調し、自然保護や
町や村の持つ文化的価値の尊さを知るための
「旅」を促進する活動を行っています！
http://www.jyh.or.jp/

リーダーに就任した立岩朗（たちいわあきら）と申します。
中学時代に参加した野外キャンプにて食に興味を持ち、農
業高校へと進学。高校時代に馬と出会い、ポニーをパート
ナーとして社会教育活動を行っている「ハーモニィセン
ター」に就職し、現在に至ります。
私は食に興味を持つまでは「あれをしたい」「これをした
い」というような気持ちを持てず、ただ日々を過ごしてい
ました。そんな昔の自分と同じような方々にPLAtZの企
画を通して「やりたい事」に出会ってもらい、夢を見つけて
ほしい。生きることへ前向きになる方が多くなってくれた
なら、これに勝る喜びはありません。

プロジェクト第一弾【みんな食堂】

団体の垣根を超えた取り組みが始まりました！ドイツ語で“広場”を意味する
「Platz（プラッツ）」と名付けられたこのプロジェクト。公益財団法人ハーモ
ニィセンターと一般財団法人日本ユースホステル協会の有志が団体の“強み”
を掛け合わせて社会問題の解決を目指していく様子をHostelling Magazine
で紹介します！

みんなが参加できる体験の広場へー
プロジェクト「PLAtZ」が始動
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こどもはおとなに。

おとなはこどもに、

なれる場所。

日本ユースホステル協会は日本国内にユースホステルを設置・運営すると
共に、国際ユースホステル連盟（Hostelling International）や各国のユース
ホステル協会と協調し、知見を広める「旅」を促進する活動を行っています。

※本誌の情報は2023年6月20日現在のものです。変更になる場合がありますので、お出かけの前に現地にお確かめください。
発行所 一般財団法人日本ユースホステル協会　編集・発行人 寺島 眞

TEL.（03）5738-0546　〒151-0052 東京都渋谷区代々木神園町3-1国立オリンピック記念青少年総合センター内
※本誌掲載記事の無断転載を禁じます。
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